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令和6年 第1回定例会

主
な
議
案
は

次
の
と
お
り

大
船
渡
市
ふ
る
さ
と
納
税

基
金
条
例
に
つ
い
て

　　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
及
び
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活

用
し
て
本
市
を
応
援
す
る
た
め

に
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
を
、
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
要
す
る

経
費
の
財
源
と
し
て
柔
軟
に
活

用
す
る
た
め
、
大
船
渡
市
ふ
る

さ
と
納
税
基
金
を
設
置
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

大
船
渡
市
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
交
流
広
場
設
置
管

理
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　　
子
育
て
世
帯
が
気
軽
に
集
え

る
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
子
育
て
支
援
機
能
の
充

実
を
図
り
、
も
っ
て
児
童
の
健

全
育
成
及
び
多
様
な
交
流
の
促

進
に
寄
与
す
る
た
め
、
大
船
渡

市
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
交
流

広
場
の
設
置
管
理
に
関
し
、
必

要
な
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　
令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
16
日
か

ら
３
月
14
日
ま
で
の
28
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、

初
日
は
渕
上
清
市
長
に
よ
る
施
政
に
関
す
る
市

長
演
述
、
小
松
伸
也
教
育
長
に
よ
る
教
育
委
員

会
教
育
長
演
述
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
令
和
６
年

度
各
種
予
算
案
な
ど
、
市
当
局
か
ら
追
加
議
案

を
含
む
議
案
62
件
を
全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
発
議
案
１
件
を
審
議
議

決
し
、
今
任
期
最
後
と
な
る
定
例
会
を
閉
会
し

ま
し
た
。　
　

令
和
６
年
度
当
初
予
算
の
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り

賦
課
徴
収
費
事
業

「行かない窓口」の推進や業務の効率化　3,８５８万円

議
会
広
報
支
援
事
務

動画配信設備の更新等　731万円　

電
子
自
治
体
推
進
事
業

庁内ネットワークの無線化等　1億3,054万円

議
会
運
営
支
援
事
務

議場のシステムを更新　685万円
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令
和
６
年
度
当
初
予
算
の
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り

防
災
公
園
整
備
事
業

トイレ等、新築工事　4,715万円

市
民
文
化
会
館
運
営
事
業

業務委託料、照明設備の更新　1億6,570万円

（
仮
称
）大
船
渡
市
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

商業施設に遊び場を設置　1,949万円　

Ｙ
・
Ｓ
セ
ン
タ
ー
等

　
　
　

 

維
持
管
理
事
業

プール水質監視装置更新及び監視室エアコン修繕  5,220万円

結
婚
支
援
事
業

結婚に伴う新生活に係る経費を補助　1,300万円

市
民
交
流
館
施
設

　
　
　
　
　
管
理
事
業

トイレ改修工事などの業務委託　3,116万円

市
議
会
議
員
選
挙

市議会議員選挙に係る経費　4,911万円

ス
ポ
ー
ツ
施
設

　
　
　
　
整
備
事
業

市民体育館バスケットゴール修繕費等　2,748万円

ス
ポ
ー
ツ
交
流

　
　
　
　
推
進
事
業

千葉ロッテマリーンズ協賛試合　589万円
ⓒC.L.M.

出
産
祝
金
支
給
事
業

第1子は2万円・第2子は4万円・第3子は6万円分に拡充  490万円
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補
正
予
算
の
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り

発
議
案
第
一
号

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の

　
被
災
地
支
援
に
係
る
事
業

被災地への見舞金及び職員派遣　1,593万円

物
価
高
騰
対
策
に

　
　
　
　
　
　
係
る
事
業

住民税均等割のみ、または非課税世帯へ　2億5,434万円

そ
の
他
の
事
業

ふるさと納税事業　2,616万円

学
校
施
設
整
備
事
業

小学校施設の維持管理費等　3,459万円

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業

                 
（
小
学
校
）スクールバス1台の更新　950万円

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
は
、

歳
入
で
は
地
方
交
付
税
を
始
め
、
事
業
費
確
定
に
よ
る

国
県
補
助
金
や
市
債
な
ど
、
歳
出
で
は
、
防
災
関
係
事

業
や
物
価
高
騰
対
策
給
付
金
給
付
事
業
な
ど
の
ほ
か
、

予
算
調
整
、
繰
越
明
許
費
の
設
定
及
び
債
務
負
担
行
為

の
補
正
が
主
な
内
容
で
す
。

　
補
正
予
算
の
規
模
は
、
４
億
１
，０
２
１
万
円
の
減

で
、
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
２
３
３
億

２
，０
０
６
万
円
と
な
り
ま
す
。

○
大
船
渡
市
議
会
委
員
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　　
大
船
渡
市
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
改
正
に
伴

い
、
大
船
渡
市
議
会
産
業
建
設

常
任
委
員
会
の
所
管
を
見
直
そ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

令
和
６
年
度
当
初
予
算
の

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
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　公営企業が将来にわたり安定的に事業を継続していくために策定する、
中長期的な経営の基本計画です。国は各公営企業に対して「経営戦略」を
令和７年度末までに見直しするよう要請しています。
経営戦略策定の目的
①現在、上水道事業及び簡易水道事業においてそれぞれ経営戦略を策定し
ていますが、事業統合に伴い、上水道事業の経営環境が著しく変化する
ことから、新たに策定します。
②一般会計からの基準内繰入金に係る地方交付税措置を受けるためには、
経営戦略の策定が必須要件となっています。

大船渡市高齢者福祉計画・第9期介護保険事業計画(案)

　地域防災計画は、毎年検討を加え、必要があると認
めるときは修正しなければならないとされています。
令和５年度は、国や県の計画と整合を図るため計画を
修正するものです。
⑴国の防災基本計画の修正に伴うもの
・流域治水協議会の設置等による関係者間の密接な連
携体制の構築
・危険が確認された盛土に対する自治体による速やか
な是正指導
・平時からの安否不明者の氏名等公表に係る手続等の
整理
・災害時における氏名等公表による速やかな安否不明
者の絞り込み
・海外で大規模噴火が発生した場合などの潮位変化に
関する情報の周知
⑵国の日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震防災対策推
進基本計画の修正に伴うもの
⑶岩手県の防災施策を踏まえたもの

　国は、令和５年６月に「性的指向及びジェンダーアイ
デンティティの多様性に関する国民の理解の増進に関
する法律」（LGBT 理解増進法）を施行したほか、岩手
県は、「岩手県におけるパートナーシップ制度の導入に
関する指針」を示し、県内市町村におけるパートナーシッ
プ宣誓制度の導入を促すなど、社会的に性の多様性を
重視する動きが活発化している状況にあります。この
ことから、当市では男女共同参画計画に掲げる取組期
間を前倒しし、現在の婚姻制度を利用することができ
ない、又は利用することが容易ではない人たちの人権
や多様性を尊重しながら、人生のパートナーや家族とし
て暮らしていくことができるよう、新たにパートナーシッ
プ・ファミリーシップ宣誓制度を導入するものです。
　当市の制度の基本方針（案）は、お互いを人生のパー
トナーとし、日常生活において継続的に協力し合う関係
であることを市に宣誓した場合、市は対象者の要件を満
たしていることを確認の上、宣誓書受領証等を交付する
ことなどを定めています。

設置目的　大船渡ふるさと交流センターは、当市に関
心のある首都圏の住民が気軽に立ち寄り、当市の特産
品や情報を入手できる窓口となる施設として、物産販
売や観光情報発信、首都圏の飲食店等への特産品の取
引マッチング、移住相談等を通じて当市への来訪や移
住の促進を図ることを目的に設置したものです。平成
28年度に地方創生推進交付金を活用し、東京都内の
物件を借り上げ、改装して開設し、管理運営について
は、平成28年度から令和3年度までは、市から株式会
社地域活性化総合研究所に委託して行い、令和4年度
以降は、同社が自立して行っていました。
閉店の理由　コロナ禍の影響やインターネット販売及
びふるさと納税の拡大等により来店者が減少し、物価
高騰等の影響で仕入単価や光熱費等の経営コストが増
大したことより、営業収支が悪化したことから、運営事
業者の経営判断により、昨年11月20日をもって閉店し
たものです。

　これまで高齢者が、地域社会で生きがいを持って活躍し、健康寿命の延伸
や介護予防にも主体的に取り組み、健康で自分らしい生活を送ることができ
るよう、これまで様々な施
策を展開してきました。第
９期計画においても、介護
が必要な状態となっても個
人として尊重され、できる
限り住み慣れた地域や家
庭で、いつまでも安心して
暮らすことができるよう、
行政と市民が一体となって、
地域全体で高齢者を支え
るまちを目指します。

基　本　施　策基　本　目　標

1 健康づくりと生きがいづくりの推進

2 安心して暮らせる生活環境の充実

包括的な支援の推進

3

4

安定した
介護保険制度の運営5

地域での暮らしを
支える体制の整備

⑴ 介護予防・健康づくりの推進
⑵ 生きがい作りの推進
⑶ 社会参加の促進
⑴ 認知症施策の推進
⑵ 権利擁護の推進
⑶ 災害時の避難支援・感染症対策の推進
⑴ 地域共生と生活支援の推進
⑵ 見守り体制の充実
⑶ 在宅介護の支援の充実
⑴ 医療と介護の連携強化
⑵ 重層的支援の推進
⑶ 地域包括支援センターの機能強化
⑴ 介護保険サービスの充実
⑵ 介護保険給付の適性化
⑶ 介護人材の確保

施　　　策

　国は、デジタルの力を活用して地方創生を加速化・深化し、「全国どこでも
誰もが便利で快適に暮らせる社会を目指す」として「デジタル田園都市国家
構想総合戦略」を策定しています。一方、市では、第1期及び第 2 期総合戦
略の期間中、“人口減少を克服する”という目的の下、しごと、人の流れ、子育て、
持続可能なまちの四つを柱として、様々なプロジェクトを展開してきました。引
き続き、人口減少の一定の歯止めを目標の一つとしつつも、この地に暮らす
人々の心ゆたかな暮らし (Well-being) の向上と、持続可能なまち、社会、環
境づくりを目指した取組を両輪として推進していく必要があります。こうした
状況に鑑み、新たな時代にふさわしい、特色あるまちづくりを進める戦略として、
「大船渡市デジタル田園都市国家構想総合戦略」を策定するものです。

1 水産・食産業の競争力強化
2 臨海型産業の誘致による産業集積の推進
3 新産業創出と起業・第二創業支援
4 多様な働き方の推進と地域産業人材の育成

基　本　目　標

大
船
渡
市
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
総
合
戦
略

⒈大船渡にしごとをつくり、
　安心して働けるように
　する

⒉大船渡の魅力を発信し
　新しい人の流れをつくる

1 多様な主体による交流人口の拡大
2 関係人口の拡大と移住・定住の促進　 

⒋大船渡で生涯暮らし
　続けられる地域をつくる

1 協働で誰もが活躍できるまちづくりの推進 
2 持続可能なまちづくりの推進 

⒊大船渡で安心して子どもを
　産み育てられるようにする

1 妊娠・出産・子育ての切れ目のない
　支援と子育てしやすい環境の創出

重
点
分
野
① 

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進 【
市
民

　
サ
ー
ビ
ス（
行
政
）Ｄ
Ⅹ
、子
育
て
Ｄ
Ⅹ
、

　
産
業
Ｄ
Ⅹ
な
ど
】 

重
点
分
野
② 

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

　
推
進【
移
住・定
住
の
促
進
、関
係
人
口

　
の
拡
大
、ふ
る
さ
と
納
税
・
企
業
版
ふ

　
る
さ
と
納
税
の
推
進
、大
船
渡
ブ
ラ
ン

　
ド
の
確
立
な
ど
】 

　誰もが自然に自分にあった健康づくりができるように、市民一人ひとりの
健康づくりを地域全体で支えながら、健康で安心して暮らし続けられるまち
の実現を目指します。個人、地域、関係機関及び行政が、健康づくりに必要
な知識や技術を共有し、つながり合いながら健康づくりを進めます。

基本理念 基本目標

と
も
に
支
え
合
い
、
健
康
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち

食を通じた健康づくり
（第３次大船渡市食育推進計画） 

健康的な生活習慣の確立と実践

健康づくりのための環境づくり

⑴ 健康的な食習慣の確立

⑶ たばこ・飲酒対策

⑷ 歯と口腔の健康づくり

⑸ 休養・こころの健康づくり

⑹ 健康診査・がん検診と健康管理

⑺ 社会とのつながりと協働による
　 健康づくり
⑻ 健康情報の提供と健康増進の
　 仕組みづくり

⑵ 健康的な生活習慣の確立と実践

横断的視点 
⒈ライフコースアプローチを踏まえた健康づくり 　⒉健康づくり10か条の普及 

健
康
寿
命
の
延
伸

基本方針 基本施策

1月26日

大船渡市パートナーシップ・ファミリー
  シップ宣誓制度の基本方針(案)について

1月19日

大船渡ふるさと交流センターの
　閉店に係る対応状況等について

1月19日

大船渡市地域防災計画の
　　　　　　修正(案)について

1月19日

大船渡市デジタル田園都市国家構想総合戦略(案) 1月26日

1月19日大船渡市水道事業経営戦略(案)について 2月8日

1月19日健康おおふなと21プラン（第3次）(案) 1月26日

全 員 協 議 会
　大船渡市議会全員協議会を、各々の期日に開き、
市当局による説明に関して質疑が行われました。
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一
　
般
　
質
　
問

佐 

藤 

優 

子 

議
員

さ
と
う　

  

ゆ
う
こ

「
海
業
」の
推
進
に
つ
い
て

ホ
タ
テ
・
カ
キ
の
へ
い
死
に
つ
い
て

国
に
対
し
、
養
殖
漁
業
者
の
経
営
支
援
策
を
強
く
要
望

　
　
　
　
近
年
市
内
の
水
産
業
は
非
常
に
厳

し
い
現
状
に
あ
る
。
特
に
養
殖
業
の
現
況
と

支
援
体
制
な
ど
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
昨
年
の
夏
頃
か
ら
本
県
沿
岸
域
全

体
で
、
異
常
高
水
温
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る

が
、
令
和
５
年
度
販
売
分
・
令
和
６
年
度
販

売
予
定
分
と
も
に
、
多
い
人
で
９
割
ほ
ど
の

ホ
タ
テ
ガ
イ
が
へ
い
死
し
て
お
り
、
特
に
閉

鎖
的
な
漁
場
ほ
ど
被
害
は
顕
著
で
あ
る
。
カ

キ
も
、
出
荷
時
の
成
育
の
遅
れ
や
一
部
で
へ

い
死
が
発
生
し
た
。
養
殖
漁
業
は
当
市
水
産

業
の
重
要
な
漁
業
種
目
の
一
つ
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
漁
業
共
済
加
入
者
の
掛
金
補
助
の
ほ

か
、
漁
業
協
同
組
合
が
実
施
す
る
新
規
養
殖

試
験
の
取
組
を
引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。

　
　
　
　
当
市
に
お
け
る
「
海
業
」
の
推
進

に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
近
年
、
我
が
国
の
水
産
業
は
、
水

産
物
消
費
の
大
幅
な
減
少
や
主
要
魚
種
の
不

漁
、
漁
村
に
お
け
る
人
口
減
少
や
高
齢
化
の

進
行
等
に
よ
っ
て
活
力
が
低
下
し
て
お
り
、

豊
か
な
自
然
や
漁
村
な
ら
で
は
の
地
域
資
源

の
価
値
や
魅
力
を
生
か
し
た
「
海
業
」
の
振

興
で
、
地
域
の
所
得
向
上
と
雇
用
機
会
の
確

保
を
図
り
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、

市
内
漁
業
協
同
組
合
等
に
対
し
て
事
業
の
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
全
国
の
先
進
事
例
や

取
組
を
研
究
し
な
が
ら
漁
港
を
活
用
し
た
海

業
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。 

質 

問
質 

問 市
長

答
部
長

答 質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

へい死したホタテの状況

一
　
般
　
質
　
問

～  こ こ が 聞 き た い  ～
市政課題で活発な論戦

令和6年市議会第1回定例会の一般質問は、2月28日・29日・3月4日の3日間行われ、
12人の議員が登壇し、市政全般にわたり、活発な議論が交わされました。

その要旨を質問順に紹介します。

　議場での一般質問の様子を撮影した「録画映像」をご覧になれます。
　一般質問を行った各議員の欄に二次元コードを掲載していますので、スマートフォンなどでの
ご視聴にご活用ください。

※Wi-Fi環境下での「録画映像」のご視聴をお勧めします。
　Wi-Fi環境のない場所でご視聴する際は、通信料にご注意ください。

い っ ぱ ん 質 問
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一
　
般
　
質
　
問

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て

地
域
に
最
適
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
す

　
　
　
　

地
域
の
方
々
か
ら
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
配
布
事
業
に
お
い
て
、
３
０
０
ｍ
以

上
の
要
件
に
関
し
て
や
、
配
布
枚
数
の
増
加
、

チ
ケ
ッ
ト
の
使
用
条
件
の
料
金
下
限
の
緩
和

等
の
声
が
出
て
い
る
。
ま
た
、
デ
マ
ン
ド
交

通
に
お
い
て
は
、
乗
降
場
所
が
決
め
ら
れ
た

場
所
し
か
な
い
と
い
う
制
限
に
不
便
を
感
じ

て
い
る
方
も
い
る
よ
う
で
あ
る
。
市
長
は
施

政
演
述
の
中
で
「
路
線
バ
ス
の
運
行
事
業
者

へ
の
運
行
経
費
の
支
援
と
と
も
に
、
デ
マ
ン

ド
交
通
の
拡
充
や
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
配
布

事
業
等
に
よ
り
、
市
民
生
活
に
必
要
な
移
動

手
段
の
確
保
に
努
め
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

た
。
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

付
け
加
え
れ
ば
、
数
年
先
を
見
据
え
た
施
策

を
そ
の
施
策
の
転
換
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら

策
定
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
、
今
後
い
か
な
る
交
通
サ
ー

ビ
ス
が
必
要
か
を
考
察
す
る
た
め
に
事
業
の

現
状
や
今
後
の
見
通
し
等
を
伺
う
。

　
　
　
　
既
存
の
事
業
に
加
え
て
、
新
た
な

地
域
公
共
交
通
手
段
の
導
入
に
つ
い
て
も
、

国
や
先
進
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
具
体

的
に
は
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
つ
い
て
、
先
行
地
域
で
の
普
及
状
況
、

利
用
実
態
、
導
入
や
維
持
の
費
用
等
の
情
報

を
基
に
、
当
市
に
お
け
る
導
入
規
模
の
検
討

や
費
用
対
効
果
等
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て

い
く
。

質 

問部
長

答 質 

問
答 

弁

デマンド交通

新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
と
は

共
助
の
原
動
力
と
な
る
住
民
自
治
機
能
の
強
化
が
重
要

　
　
　
　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
問
題

は
様
々
な
諸
課
題
に
関
係
し
て
く
る
。
こ
う

し
た
現
状
に
お
い
て
今
後
、
誰
も
が
住
み
慣

れ
た
地
区
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く
た
め

に
当
市
は
協
働
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
を
開
始

し
た
が
、
そ
の
新
し
い
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
に
つ
い
て
ど
う
い
う
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
当
市
で
は
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
促
進
す
る
た
め
に
「
共
助
」
の
原
動
力

と
な
る
住
民
自
治
機
能
の
強
化
が
極
め
て
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
将
来
に
わ
た
り
活
動
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
、
自
立
し
た
地
区
運
営
が
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
地
区
で
暮

ら
す
住
民
が
話
し
合
い
、
自
ら
方
向
性
を
決

め
、
自
主
的
に
実
践
し
て
い
く
た
め
の
仕
組

み
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
生
涯
学
習
を
推
進
す
る

拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
住
民
に
よ
る
地
区

運
営
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
大
船
渡
モ
デ
ル

と
呼
ば
れ
る
地
区
公
民
館
が
も
つ
自
治
機
能

を
生
か
し
な
が
ら
、
よ
り
柔
軟
な
展
開
が
で

き
る
よ
う
「
地
区
運
営
組
織
」
の
設
立
に
向

け
施
策
を
鋭
意
推
進
し
て
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
実
情

を
踏
ま
え
、
地
区
の
取
組
を
支
援
し
、
地
区

と
対
等
な
立
場
で
向
か
い
合
い
「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
実
践
す
る
中
で
、
地
区
の
将

来
像
や
目
標
の
達
成
を
目
指
し
て
い
く
。

質 

問市
長

答 質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

まちづくりのワークショップ

渡 

辺  

　
徹 

議
員

わ
た
な
べ 　
　

  

と
お
る

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

宮 

﨑 

和 

貴 

議
員

み
や
ざ
き　

か
ず
た
か
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一
　
般
　
質
　
問

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
下
で
の
学
び
の
様
子
に
つ
い
て

学
習
の
目
的
や
能
力
に
合
わ
せ
学
び
を
進
め
て
い
る

　
　
　
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
下
で
、

学
校
に
は
児
童
・
生
徒
に
一
人
一
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
が
配
備
さ
れ
た
。
新
し
い
環
境

の
下
で
の
子
ど
も
達
の
学
び
の
様
子
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　
　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
教
師
は
児
童
生
徒
の
学
習
状

況
を
把
握
し
、
個
に
応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
て
い
る
。

　
児
童
・
生
徒
は
、
自
身
の
考
え
方
と
他
者

の
考
え
を
比
較
し
て
学
び
を
深
め
た
り
、
ア

プ
リ
内
か
ら
情
報
を
取
り
出
し
て
発
表
資
料

を
作
成
す
る
な
ど
、
学
習
の
目
的
や
個
々
の

能
力
に
合
わ
せ
て
学
び
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　
全
国
の
不
登
校
児
童
生
徒
は
30
万

人
に
な
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
岩
手
県
で

も
増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。
当
市
の
実
状

と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
令
和
４
年
度
の
不
登
校
児
童
生
徒

数
は
、
小
学
校
で
は
10
人
、
中
学
校
で
は
31

人
で
あ
り
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
対
策

と
し
て
は
学
校
と
の
共
有
の
下
、
未
然
防
止

と
早
期
発
見
・
組
織
的
対
応
の
観
点
で
取
り

組
ん
で
い
る
。
適
応
指
導
教
室
や
学
校
内
の

別
室
に
お
い
て
、
個
別
の
教
育
相
談
や
学
習

指
導
も
行
っ
て
お
り
、
登
校
が
困
難
な
児
童

生
徒
に
つ
い
て
は
定
期
的
に
本
人
や
保
護
者

と
連
絡
を
と
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
適
切
に

対
応
し
て
い
る
。

質 

問
質 

問 教
育
長

答
次
長

答 当
市
で
の
不
登
校
の
実
状
と

　
　
　
　
　
　
　

  

そ
の
対
策
に
つ
い
て

ホ
タ
テ
養
殖
は
多
く
が
へ
い
死
の
現
状

質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

ふ
る
さ
と
納
税
で
商
品
を
扱
う
市
内
業
者
の
経
済
効
果
は

約
１
億
３
，４
０
０
万
円
が
お
礼
品
取
扱
事
業
者
の
売
上
げ

　
　
　
　
当
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
現
時

点
で
昨
年
度
の
金
額
よ
り
増
額
の
実
績
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
対
応
の
見
解
と
、
ふ

る
さ
と
納
税
に
商
品
を
扱
う
市
内
の
業
者
に

対
す
る
経
済
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
お
礼
品
取
扱
事
業
者
数
の
増
加
の

た
め
の
市
担
当
者
と
中
間
支
援
事
業
者
に
よ

る
事
業
者
訪
問
、
大
船
渡
商
工
会
議
所
と
連

携
し
た
事
業
者
説
明
会
の
開
催
、
寄
附
金
税

額
控
除
の
手
続
簡
素
化
の
た
め
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
特
例
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
な
ど
を
進
め
、
お
礼
品
は
約
２
０
０
品

か
ら
約
５
７
０
品
へ
、
お
礼
品
取
扱
事
業
者

は
37
社
か
ら
81
社
へ
大
幅
に
増
加
し
、
令
和

６
年
１
月
末
現
在
の
寄
附
申
込
額
は
約
４
億

４
，７
０
０
万
円
と
、
対
前
年
度
比
で
2.6
倍
、

約
２
億
７
，５
０
０
万
円
の
増
と
な
っ
た
。

ま
た
、
約
１
億
３
，４
０
０
万
円
が
、
お
礼

品
取
扱
事
業
者
の
売
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
ホ
タ
テ
養
殖
の
へ
い
死
へ
の
対
応

と
し
て
、
共
済
金
と
積
み
立
て
プ
ラ
ス
事
業

の
査
定
期
間
の
見
直
し
が
特
例
と
し
て
必
要

と
考
え
る
。
よ
っ
て
、
関
係
機
関
へ
の
働
き

か
け
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
海
洋
環
境
等
の
影
響
に
よ
っ
て
養

殖
生
産
物
の
生
産
金
額
が
減
少
し
た
場
合
に

も
、
受
取
共
済
金
の
算
定
に
影
響
が
生
じ
な

い
よ
う
な
特
例
措
置
な
ど
の
柔
軟
な
対
応
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
働
き
掛
け
て
い
き
た
い
。

質 

問
質 

問 市
長

答

部
長

答

質 

問
答 

弁

東 　

 

堅 

市 

議
員

あ
ず
ま　
　
　
け
ん
い
ち

ＧＩＧＡスクールの様子

ふるさと納税のＨＰ

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

伊 

藤 

力 

也 

議
員

い
と
う　

  

り
き
や
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一
　
般
　
質
　
問

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
取
り
込
み
の
促
進
に
つ
い
て
伺
う

よ
り
一
層
、
関
係
自
治
体
等
と
連
携
し
拡
大
に
取
組
む

　
　
　
　
当
市
も
花
巻
空
港
を
拠
点
と
し
た

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
取
り
込
み
の
促
進
に

向
け
て
、
地
域
の
魅
力
あ
る
観
光
資
源
の
広

域
化
を
更
に
図
る
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

　
市
と
し
て
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
取
り

込
み
に
向
け
た
具
体
的
な
広
域
連
携
の
取
組

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

３
年
ぶ
り
に
「
い
わ
て
花
巻
空

港
」
と
台
湾
と
の
定
期
便
が
再
開
さ
れ
、
当

市
に
お
い
て
も
、
台
湾
か
ら
の
観
光
客
が
増

加
し
て
い
る
。
第
２
次
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
に
お

い
て
も
、
台
湾
を
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
対
象
市

場
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、
昨
年
12
月
に

は
住
田
町
と
連
携
し
、
台
北
市
で
開
催
さ
れ

た
イ
ベ
ン
ト
「
日
本
東
北
遊
楽
日
」
に
ブ
ー

ス
を
出
展
し
、
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
現
地
旅

行
会
社
へ
セ
ー
ル
ス
コ
ー
ル
を
行
っ
た
こ
と

で
、
今
年
の
４
月
か
ら
は
台
湾
か
ら
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
向
け
新
規
ツ
ア
ー
が
造
成
さ
れ
る

な
ど
の
成
果
に
つ
な
が
っ
て
き
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
取
り
込
み

が
期
待
さ
れ
る
資
源
と
し
て
「
み
ち
の
く
潮

風
ト
レ
イ
ル
」
が
世
界
的
に
も
珍
し
い
景
観

と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
外
国
人
観
光
客

増
加
の
起
爆
剤
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
お

り
、
既
に
広
域
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

　
今
後
に
お
い
て
は
、
よ
り
一
層
、
関
係
自

治
体
等
と
連
携
し
、
観
光
資
源
・
地
域
資
源

を
生
か
し
た
観
光
振
興
及
び
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
誘
致
・
拡
大
に
つ
な
げ
る
よ
う
取
組
を
進

め
て
い
き
た
い
。

質 

問部
長

答 質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

雇
用
の
場
の
確
保
と
し
て
企
業
誘
致
の
状
況
は

当
市
に
立
地
を
検
討
い
た
だ
い
て
い
る
案
件
が
数
件
あ
る

　
　
　
　
人
口
減
少
が
進
行
す
る
中
、
気
仙

管
内
の
高
校
生
の
９
割
が
管
外
へ
流
出
し
て

い
る
。
若
者
の
雇
用
に
つ
い
て
、
地
元
に
雇

用
の
場
が
確
保
さ
れ
、
若
者
が
戻
れ
る
環
境

を
整
え
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
企
業
誘
致
に

つ
い
て
、
当
市
は
、
港
湾
や
温
暖
な
気
候
風

土
な
ど
地
域
の
強
み
を
持
っ
て
い
る
。
現
在

の
企
業
誘
致
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
近
年
で
は
、
空
き
用
地
や
建
物
の

情
報
に
つ
い
て
、
市
に
直
接
又
は
県
を
通
じ

て
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
機
会
が
増
加
し
て

お
り
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
べ
く
物

件
情
報
の
把
握
と
情
報
提
供
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
県
内
外
の
企
業
セ
ミ
ナ
ー
や
展
示
会

に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
港
湾
活
用
を
含
め

た
立
地
面
で
の
優
位
性
や
企
業
立
地
優
遇
制

度
に
つ
い
て
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
多

様
な
企
業
と
の
面
談
を
通
じ
て
相
互
に
情
報

交
換
が
で
き
る
よ
う
な
関
係
性
の
構
築
を

図
っ
て
き
た
。
誘
致
実
績
と
し
て
は
、
令
和

３
年
度
に
１
社
、
４
年
度
に
２
社
、
５
年
度

に
１
社
の
企
業
を
誘
致
し
て
い
る
ほ
か
、
現

在
、
当
市
へ
の
立
地
を
前
向
き
に
検
討
い
た

だ
い
て
い
る
案
件
が
複
数
あ
り
、
早
期
の
立

地
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
課
題

と
し
て
は
、
大
規
模
な
土
地
や
建
物
の
提
案

で
き
る
物
件
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

大
規
模
な
工
場
等
の
際
に
は
、
工
業
用
地
の

造
成
に
は
数
億
円
も
の
財
源
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
先
行
自
治
体
か
ら
の
情
報
収
集

に
努
め
、
工
業
用
地
等
の
ニ
ー
ズ
や
整
備
効

果
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質 

問部
長

答 質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

今 

野 

善 

信 

議
員

こ
ん
の　

  

よ
し
の
ぶ

日本東北遊楽日イベントの様子

大船渡市内の工業地の様子

熊 

谷 

昭 

浩 

議
員

く
ま
が
い　

あ
き
ひ
ろ
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一
　
般
　
質
　
問

看
護
師
の
超
過
勤
務
手
当
の
不
払
い
問
題

県
立
大
船
渡
病
院
の
医
師
と
看
護
師
の
確
保
は
充
分
か

医
師
48
人
、
看
護
師
等
２
７
７
人
確
保
、
さ
ら
に
努
力

　
　
　
　
県
立
大
船
渡
病
院
の
医
師
や
看
護

職
員
等
の
充
足
状
況
や
評
価
、
増
員
に
向
け

た
取
組
と
今
後
の
目
標
、
見
込
み
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
令
和
５
年
10
月
１
日
現
在
で
、

21
診
療
科
の
う
ち
、
内
科
、
循
環
器
内
科
、

小
児
科
、
外
科
、
産
婦
人
科
な
ど
11
診
療
科

に
常
勤
医
が
41
人
、
臨
床
研
修
医
が
７
人
の

計
48
人
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
常

勤
医
不
在
の
診
療
科
な
ど
に
、
大
学
か
ら
約

15
人
の
医
師
が
派
遣
さ
れ
、
さ
ら
に
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
に
２
人
の
専
属
医
師
が
配
置
さ

れ
て
い
る
。

　
看
護
部
門
に
は
、
２
７
７
人
の
常
勤
職
員

が
お
り
、
そ
の
他
に
作
業
療
法
士
や
訓
練
士

な
ど
の
専
門
職
員
が
適
宜
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　
実
情
は
、
状
況
が
厳
し
い
中
、
地
域
医
療

の
中
核
・
基
幹
病
院
と
し
て
の
機
能
を
維
持

す
る
た
め
に
必
要
な
一
定
程
度
の
人
員
を
確

保
で
き
て
い
る
。
今
後
も
医
師
・
医
療
従
事

者
の
確
保
へ
果
敢
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　
　
　
県
立
大
船
渡
病
院
の
看
護
科
に
お

い
て
、
昨
年
４
月
以
降
、
新
た
に
総
看
護
師

長
が
赴
任
し
て
か
ら
、
超
過
勤
務
手
当
の
申

請
が
認
め
ら
れ
ず
、
患
者
さ
ん
の
命
を
守
る

た
め
タ
イ
ム
カ
ー
ド
に
打
刻
し
て
か
ら
タ
ダ
働

き
を
し
て
い
る
と
い
う
労
働
基
準
法
に
違
反

し
て
い
る
実
態
が
あ
る
、
と
昨
年
来
県
議
会

で
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
他
の
機
関
の
労
使
問
題
で
あ
り
、

見
解
を
述
べ
る
立
場
に
な
い
。
気
仙
地
域
県

立
病
院
運
営
協
議
会
で
の
説
明・協
議
は
な
い
。

質 

問

質 

問

副
市
長

答

副
市
長

答

副
市
長

答

質 

問
答 

弁

岩手県立大船渡病院

モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
導
入
に
つ
い
て

地
域
医
療
懇
話
会
に
お
い
て
協
議
・
検
討
す
る

　
　
　
　
市
長
は
、
本
市
の
地
域
医
療
の
在

り
方
や
方
向
性
に
つ
い
て
議
論
す
る
た
め
、

検
討
の
場
を
設
置
し
、
持
続
可
能
な
地
域
医

療
提
供
体
制
の
確
保
に
向
け
た
取
組
を
進
め

る
と
述
べ
て
い
る
。
私
は
旧
三
陸
町
と
の
合

併
以
来
、
国
保
や
地
域
医
療
に
手
を
入
れ
て

来
な
か
っ
た
の
で
、
英
断
だ
と
評
価
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、
車
両
に
Ｉ
Ｔ
機
器
を
積
載
し

た
モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
導
入
の
提
案
を
し

た
が
、
新
年
度
に
当
た
り
、
方
向
性
は
ど
う

定
ま
っ
た
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
過
疎
化
が
進
む
自
治
体
に
お
い

て
は
、
高
齢
や
移
動
が
困
難
な
患
者
の
通
院

負
担
の
軽
減
や
、
安
定
的
な
医
療
体
制
の
確

保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、

医
療
に
関
す
る
多
様
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
搭
載

し
た
車
両
な
ど
を
活
用
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の

診
療
を
行
う
モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
導
入

は
、
通
院
に
係
る
時
間
や
負
担
を
少
な
く
す

る
ほ
か
、
医
療
資
源
の
効
率
的
な
活
用
に

よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
住
民
に
受
診
機
会
を

与
え
る
こ
と
が
出
来
る
新
た
な
医
療
提
供
方

法
と
捉
え
て
い
る
。
現
在
策
定
中
の
岩
手
県

保
健
医
療
計
画
な
ど
今
後
の
様
々
な
構
想
の

中
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や
遠
隔
診
療
の
推

進
が
明
記
さ
れ
、
地
域
医
療
に
お
け
る
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
含
む
当
市
の

医
療
全
般
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
項
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
国
保
診
療
所
の
在
り
方
な
ど
に
つ

い
て
議
論
す
る
（
仮
称
）
地
域
医
療
懇
話
会

に
お
い
て
、
協
議
・
検
討
す
る
。

船 

野 　

 

章 

議
員

ふ
な
の　

 　
　

あ
き
ら

質 

問
質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

他市で導入されているモバイルクリニック

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

山 

本 

和 

義 

議
員

や
ま
も
と　

か
ず
よ
し
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一
　
般
　
質
　
問 高

水
温
に
よ
る
深
刻
な
漁
業
被
害
に
対
し
緊
急
の
対
策
は

国
に
養
殖
漁
業
者
の
経
営
支
援
策
の
充
実
・
強
化
を
要
望

　
　
　
　
市
長
演
述
で
、
当
市
の
基
幹
産
業

で
あ
る
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
「
主
要
魚
種

の
不
漁
、
貝
毒
に
よ
る
出
荷
規
制
、
就
業
者

の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ

る
」
と
述
べ
た
。
高
水
温
に
よ
る
深
刻
な
漁

業
被
害
に
対
し
、
緊
急
の
対
策
が
必
要
と
思

わ
れ
る
が
、
市
の
具
体
策
と
漁
協
等
関
係
団

体
と
の
協
議
等
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
高
水
温
の
影
響
に
よ
る
と
考
え
ら

れ
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
へ
い
死
に
つ
い
て
、
市

で
は
、
漁
業
協
同
組
合
に
対
す
る
被
害
状
況

に
係
る
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
ほ
か
、

養
殖
現
場
を
視
察
し
て
、
漁
業
協
同
組
合
関

係
者
と
意
見
交
換
し
た
。
市
と
し
て
は
、
養

殖
生
産
物
の
へ
い
死
は
、
生
産
量
の
減
少
に

加
え
、
新
た
な
種
苗
の
確
保
に
要
す
る
追
加

負
担
の
発
生
な
ど
、
漁
業
経
営
に
与
え
る
影

響
は
非
常
に
大
き
い
と
捉
え
て
お
り
、
温
暖

化
が
進
行
す
る
中
で
、
安
定
し
た
事
業
継
続

は
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

現
在
、
不
漁
に
よ
る
損
失
の
影
響
を
軽
減
し
、

漁
業
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
、
漁
業
共
済

加
入
者
に
対
し
、
実
質
負
担
に
対
す
る
補
助

や
、
漁
業
協
同
組
合
が
実
施
す
る
新
規
養
殖

試
験
の
取
組
に
も
支
援
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
支
援
に
加
え
て
、
へ
い
死
に
よ
る
被
害
が

県
内
沿
岸
に
及
ん
で
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、

国
に
対
し
共
済
掛
金
に
対
す
る
国
庫
補
助
率

の
引
き
上
げ
な
ど
、
養
殖
漁
業
者
の
経
営
支

援
策
の
充
実
・
強
化
を
要
望
し
て
い
く
。

質 

問部
長

答 質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

大船渡湾の様子

吹奏楽部発表時の様子

滝 

田 

松 

男 

議
員

た
き
た　

   

ま
つ
お

大
中
・
末
中
統
合
後
の
練
習
場
所
確
保
に
つ
い
て

学
校
か
ら
の
要
望
を
聞
き
、
協
議
を
重
ね
進
め
る

　
　
　
　
令
和
７
年
、
末
中
と
大
中
が
統
合

予
定
の
新
大
中
に
、
楽
器
収
納
部
屋
と
パ
ー

ト
練
習
用
、
全
体
練
習
用
に
そ
れ
ぞ
れ
部
屋

を
用
意
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
伺
う
。

　
　
　
　
大
船
渡
中
学
校
の
校
舎
は
、
築
40

年
以
上
経
過
し
、
大
規
模
改
修
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
建
物
や
建
築
設
備
等
の
劣
化

診
断
に
係
る
費
用
を
令
和
６
年
度
の
予
算
に

計
上
し
た
。
改
修
に
当
た
り
、
今
後
の
生
徒

数
の
推
移
予
想
等
を
基
に
、
必
要
数
の
普
通

教
室
、
特
別
教
室
等
を
確
保
し
た
上
で
、
学

校
か
ら
の
要
望
を
聞
き
、
協
議
を
重
ね
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
各
学
校
で
指
導
者
の
確
保
に
苦
慮

し
て
い
る
。
こ
の
分
野
に
長
け
た
方
を
採
用

し
な
け
れ
ば
、
や
が
て
行
き
詰
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
少
子
化
の
進
行
や
部
活
動
の
多

様
化
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
単
位
で
の

運
営
が
困
難
に
な
っ
て
い
て
、
地
域
単
位
に

移
行
す
る
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「
大
船

渡
市
立
中
学
校
部
活
動
の
在
り
方
に
関
す
る

検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
協
議
を
進
め
て

い
る
。
部
活
動
の
地
域
移
行
の
形
態
に
つ
い

て
は
、
吹
奏
楽
部
も
含
め
、
今
後
、
検
討
委

員
会
に
お
い
て
種
目
ご
と
に
精
査
し
、
指
導

者
の
確
保
に
つ
い
て
も
、
様
々
な
方
策
に
よ

り
人
材
の
掘
り
起
こ
し
に
努
め
て
い
く
。

質 

問
質 
問 市

長

答
教
育
長

答 指
導
者
の
確
保
に
つ
い
て

質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

菅 

原 

　 

実 

議
員

す
が
わ
ら　

  

　
ま
こ
と



一
　
般
　
質
　
問
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綾
里
の
上
水
道
の
渇
水
問
題
か
ら
水
源
の
変
更
を
　
　

現
行
の
臭
気
対
策
が
喫
緊
で
あ
り
変
更
は
厳
し
い

　
　
　
　
昨
年
の
綾
里
川
ダ
ム
の
渇
水
問
題

に
つ
い
て
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動

は
悪
く
な
る
事
は
あ
り
得
る
が
、
昔
の
様
に

戻
る
事
は
あ
り
得
な
い
。
三
陸
鉄
道
の
敷
地

を
利
用
し
た
送
水
設
備
の
再
検
討
は
、
気
候

変
動
の
非
常
事
態
へ
の
備
え
対
策
で
あ
り
、

安
心
・
安
全
な
イ
ン
フ
ラ
の
人
口
減
少
下
に

お
け
る
持
続
可
能
な
効
率
的
な
行
財
政
運
営

の
一
端
に
寄
与
す
る
と
考
え
る
が
伺
う
。

　
　
　
　
綾
里
川
ダ
ム
の
運
用
が
開
始
さ
れ

た
平
成
13
年
以
降
に
お
い
て
、
昨
年
の
様
な

急
激
な
水
位
の
低
下
が
発
生
し
た
の
は
初
め

て
で
あ
っ
た
が
、
ダ
ム
の
貯
水
能
力
と
使
用

者
の
節
水
協
力
に
よ
り
、
給
水
制
限
に
至
ら

な
か
っ
た
。
昨
年
の
ダ
ム
水
位
の
低
下
を
教

訓
と
し
て
、
本
年
度
か
ら
は
ダ
ム
管
理
者
で

あ
る
岩
手
県
と
連
携
を
密
に
し
て
、
水
道
水

と
し
て
使
用
す
る
分
の
放
水
量
を
使
用
実
績

に
合
わ
せ
て
調
整
す
る
。
昨
年
と
同
様
の
事

態
が
今
後
発
生
す
る
確
率
は
予
測
困
難
で
あ

る
が
、
そ
の
様
な
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、

現
状
で
は
、
使
用
者
へ
の
節
水
の
お
願
い
と

日
本
水
道
協
会
を
通
じ
た
他
事
業
体
へ
の
応

急
給
水
要
請
に
よ
り
、
対
応
し
て
い
く
方
針

で
あ
る
。
ま
た
、
三
陸
鉄
道
の
敷
地
を
利
用

し
た
送
水
設
備
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
赤
崎

町
か
ら
送
水
す
る
場
合
、
送
水
ポ
ン
プ
施
設

の
用
地
選
定
や
詳
細
設
計
及
び
工
事
施
工
な

ど
に
４
〜
５
年
の
期
間
が
必
要
で
あ
り
、
活

性
炭
処
理
設
備
と
比
較
し
た
場
合
に
ト
ン
ネ

ル
内
の
工
事
は
重
機
が
使
え
な
い
な
ど
施
工

単
価
が
割
高
で
高
額
に
な
る
。

質 

問部
長

答 質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

議 会 の う ご き

 

森
　 

　
操  

議
員

も
り　

  

　

  

み
さ
お

綾里浄水場

　総務常任委員会、教育福祉常任委員会及び産業建設常任委
員会の所管事務調査の結果に基づき、委員会、市議会全員協
議会等の協議を重ねて取りまとめた提言書を、市議会として、
正副議長と３常任委員会委員長が市長へ提出しました。
　提言内容は、次のとおりです。

　コロナ禍の余波や、エネルギー類を始めとする物価の高騰により、地域経済や市民生活など多岐にわ
たり影響を受けており、これまで誰も経験したことのない状況におかれております。
　また、今後は、地域と行政が一体的に、人口減少や少子高齢化に対応した、持続可能で安心・安全な
地域社会の構築と、更なる市勢発展に向けた各種事業を展開することが極めて肝要となります。
　以上のことから、大船渡市議会では、総務常任委員会、教育福祉常任委員会及び産業建設常任委員会
において、積極的に所管事務調査活動を展開して参りました。
　つきましては、その調査結果に基づき、提言いたしますので、実現に向けて対応されるようお願いい
たします。

市議会から市への提言

【趣　　旨】 市長への提言書提出

12



13 大船渡市議会だより

総務常任委員会
　当市では毎年、自然減及び社会減をあわせ約700人の
人口減が進んでおり、今後も極めて厳しい状況が続くも
のであることから、地方創生に係る人口減少対策の取組
を更に強化する必要があります。
　そのためには、これまで以上に官民が連携を強化し、
当市の素晴らしい地域資源である自然環境の特性を活か
しつつ、当市の魅力を内外に広く情報発信しながら、地
域経済の発展、地域コミュニティの活性化や特色ある地
域文化の創出に向けた取組が求められており、特に、移
住・定住対策、ふるさと納税の取組は喫緊の課題と捉え
ていることから、次のとおり提言いたします。
　
１第２期大船渡市まち・ひと・しごと創生総合戦略の
検証と次期総合戦略の取組について

　　第２期大船渡市まち・ひと・しごと創生総合戦略で
は、市内産業の更なる発展と、地元に就職できる環境
を整えることが重要であり、就職や起業の環境（マッ
チング、補助等）の整備や、結婚支援の強化とともに、
安心して子を産み育てる環境や所得向上に向けた支援
に取り組むことが重要であることから、本取組を具体
的に検証し、深化させた上で、次期総合戦略の取組に
つなげていく必要がある。　

　　ついては、次期総合戦略である大船渡市デジタル田
園都市国家構想総合戦略の取組においては、徹底した
進捗管理を図るとともに、地方創生に係る交付金を有
効に活用すること。

　　また、官民連携の強化に向けて、現在、地域が抱え
ている諸課題について明らかにし、その課題解決に向
けて、民間から提案される仕組みづくりについても検
討すること。
２移住・定住施策の充実強化について
　　移住・定住施策の充実強化については、受入側の視

点や感覚ではなく、移住者の視点に立って考えた、様々
な対応が必要である。特に、情報を得ることが容易な環
境の構築が求められており、庁内一体での特色が見える
シティプロモーションを含めた情報の発信が重要である。
　　具体的な施策の検討では、誰でも気軽に相談できる
移住・定住についてのワンストップ窓口を開設すると
ともに、お試し移住や空き家改修への補助等、他自治
体で行っている支援メニューの創設についての検討を
行い、併せて市ホームページとは別建ての移住・定住
サイトや移住促進動画の制作などによるシティプロ
モーションを積極的に進めること。

　　また、これまで以上に先輩移住者を活用し、ＳＮＳ
等を通じて大船渡の魅力を発信していただく仕組みづ
くりについても検討すること。
３ふるさと納税の積極的な取組による寄附額の増額に
ついて

　　当市におけるふるさと納税のこれまでの寄附金額は、
県内他市と比較しても大幅に下回っており、今後、民
間の知恵と活力を更に活かした仕組みづくりを進める
とともに、庁内の組織・専門性・情報発信の在り方を
検証し、地方創生に係る人口減少対策の財源確保に向
けて積極的な取組を行い、寄附額の増額を図っていく
必要がある。

　　ふるさと納税については、目指す方向性を明確化し、
市民と共有することによって、成果が上がるものと考
えることから、地方創生に繋がる効果的な使途の見え
る化について検討すること。

　　具体的には、段階的な専門部署の設置について検討
するとともに専任職員を配置すること。特に、返礼品
については、産業振興の観点から、地元企業と連携で
きる仕組みの構築や、商品開発に係る支援について、
庁内横断的な取組を行うこと。

地方創生に係る人口減少対策について

教育福祉常任委員会
　深刻化する人口減少に対応するためには、子育て支援
施策の更なる充実、子どもたちを中心とした子育て家庭
に寄り添う仕組みづくりが必要であることから、次のと
おり提言いたします。
　
１産前・産後サポート事業及び産後ケア事業の拡充について
　⑴核家族化の影響により、出産・子育てに不安を抱く
妊婦が少なくないことから、助産師の適正配置に努め、
産院以外で個別かつ定期的な妊娠期の検診をリスクの
有無に関わらず、希望者が受診できる環境を整備する
こと。

　⑵産後ケア事業である個別型デイサービスは、対象者
が限定され、実施回数も月１回程度と出生数と比較し
ても不足していることから、対象者及び実施回数を拡
充すること。
２子育て世帯への経済的支援について
　　県内各自治体において、第１子保育料無償化、学校
給食費無償化や放課後児童クラブ利用者への補助など、
様々な経済支援策を実施していることから、近隣市町と
の格差解消を推進するほか、出産祝金支給事業の増額
や見守り支援員が赤ちゃん用品を毎月無料で配達する

事業等、目玉となる取組を実施すること。
３緊急時の一時預かりの対応について
　　子どもを預ける際に、当日の利用が難しく、突発的
な事態に対応できていないことから、専門職を配置し
た即時対応可能な場所の設置及び手続の簡素化、例え
ば、マイナンバー等の活用により提出書類を不要とす
るなど、緊急時に負担なく預けることができる体制の
整備を図ること。
４部活動の地域移行について
　　指導者の確保や報酬、施設利用や活動に関するルー
ルづくり等、部活動の地域移行に係る課題の多くは、
統一した対応が求められるものであることを踏まえ、
市内の地域スポーツ団体等全体の活動を調整・連携で
きる仕組みとしての地域スポーツ運営協議会の設置、
地域移行コーディネーター等の活用により、地域の受
入体制を整備しながら、実情に応じて段階的に移行す
ること。

　　あくまでも生徒を主体とすべきであり、経済的負担
等により生徒の活動が抑制されることのないよう、生
徒の意向を尊重するとともに保護者の負担軽減を図る
こと。

「こどもまんなか社会」の実現に向けた取組について

【提言事項】
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産業建設常任委員会 産業振興と交流人口の拡大について

　
２
月
５
日
に
、
今
回
で
10
回
目
と
な
る
市
議
会

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
防
災
訓
練
は
、

東
日
本
大
震
災
で
の
教
訓
を
も
と
に
策
定
し
た
大

船
渡
市
議
会
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
に
基
づ

き
、
大
災
害
時
に
お
け
る
議
員
の
初
期
対
応
、
災

害
対
策
会
議
の
開
催
等
に
関
す
る
訓
練
で
す
。

　
ま
た
、
訓
練
終
了
後
は
、
大
船
渡
市
防
災
管
理

室
職
員
に
よ
る
移
動
系
無
線
講
習
や
、
大
船
渡
消

防
署
員
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
心
肺
蘇
生
法
の
救
命
講

習
を
受
講
し
、
緊
急
へ
の
備
え
を
学
び
ま
し
た
。

　大船渡市議会では、まちの問題を解決するアプリの導
入やペーパーレス化など、新たな議会活動や行政と市民
との連携を図る取組を検討してきました。令和３年度に
はタブレット端末を導入し、現在、議案審議や常任委員
会活動などで幅広く活用しています。
　議会運営委員会では、タブレット端末活用を促進する
ため、その運用とペーパーレス化に取り組んできました。
　ペーパーレス化については、常任委員会のほか会議関
係の開催通知や資料等は、既に電子データのみで配布
していましたが、令和６年２月１日より、定例会・臨時

会の議案書及び関連資料、議事録や全員協議会の開催通
知、資料などについてペーパーレス化を図ったところで
す。ただし、予算書、決算書関係資料、監査意見書等の
冊子類については資料も膨大となることから、これまで
どおり紙での配布としま
した。
　これからも、タブレッ
ト端末の一層の活用を図
るため、運用等について
の検討を進めていきます。

　気候変動や磯焼けによるウニやアワビの漁獲量の減少、
新型コロナウイルス感染症の影響による観光客の減少、
燃料価格を始めとした物価高騰などにより、市内経済は
深刻な状況となっていることから、地場産業の振興や交
流人口の拡大による市内経済活性化のため、次のとおり
提言いたします。

１磯焼けの影響によるウニやアワビの漁獲量減少への
対策について

　　現在、市内各漁業協同組合では、磯焼けの影響によ
るウニやアワビの漁獲量減少対策として、国の事業を
活用し、海中林造成や食害生物の除去、ウニの畜養試
験などが行われていることから、これらの取組が、国
の事業終了後も継続して取り組むことのできる仕組み
の整備や支援を実施すること。
２市内の新規事業者への補助制度の強化について
　　新規事業者による市内産業の振興を図るため、初期
投資や設備投資などに関する補助制度の強化を図ると

ともに、事業者とコミュニケーションを取りつつ、人
材確保、住宅支援などに対する新たな支援等を検討す
ること。

３観光ＤＸによる観光戦略について
　　交流人口の拡大に当たって、情報を求めている人に
ピンポイントでアプローチするために、AIカメラや
webマップなどを利用したデータ分析やマーケティ
ングを行い、その分析結果等に基づき観光誘客の方向
性を決定し、実効性のある観光施策を推進すること。
４プロモーション活動の強化について
　　コロナ禍の収束に伴い、外国人観光客数も回復傾向
にあることから、国内にとどまらず、国外へのプロ
モーション活動も積極的に進めること。

　　また、既存の観光資源の共有、新たな観光資源の発
掘を市と市民が一体となって行い、市民一人一人が広
告塔となり、積極的なプロモーション活動を行うこと
ができる施策を推進すること。

議会運営委員会の活動

市
議
会
防
災
訓
練
の
実
施
!!▲市議会災害対策会議

救急救命講習▶

ペーパーレス化への取組！！
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１
月
29
日
、
第
９
回
議
員
定
数
等
検
討
委
員
会
を
開

催
し
、
調
査
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
委
員
会
は
副
議
長
及
び
議
長
の
指
名
す
る
議
員
８
名

で
構
成
し
、
令
和
５
年
２
月
14
日
の
発
足
以
降
、
議
会

の
機
能
と
役
割
に
関
す
る
活
動
量
の
調
査
や
、
他
議
会

と
の
比
較
、
専
門
家
に
よ
る
所
見
の
確
認
に
加
え
、
先

進
地
の
北
上
市
議
会
を
視
察
す
る
な
ど
、
議
員
定
数
や

議
員
報
酬
、
議
員
の
政
務
活
動
費
に
係
る
調
査
研
究
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
議
員
定
数
や
報
酬
な
ど
の
検
討
は
、「
議

会
の
み
で
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
住
民
の
皆
さ
ん
と

考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
」、「
今
回
の
調
査
研

究
で
整
理
し
た
論
点
を
基
に
し
て
、
さ
ら
な
る
調
査
と

精
査
が
必
要
で
あ
り
、
特
別
委
員
会
の
設
置
が
よ
り
適

当
で
あ
る
こ
と
」な
ど
の
考
え
方
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
調
査
報
告
書
の
全
文
は
、
大
船
渡
市
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
下

さ
い
。

市
議
会
議
員
定
数
等
検
討
委
員
会

　
１
月
25
日
に
、
市
教
育
委
員
会
が
主
催
し
た
市
内
の

中
学
生
に
よ
る
意
見
交
換
会
が
、
議
場
を
活
用
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
の
４
中
学
校
か
ら
３
名
ず
つ
代
表
生
徒
が
出
席

し
、「
生
徒
会
活
動
の
交
流
」
を
議
題
と
し
た
グ
ル
ー

プ
協
議
で
、
各
学
校
の
実
態
や
取
組
等
を
発
表
し
た
後
、

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
全
体
協
議
で
、

「
大
船
渡
の
未
来
を
担
い
、
切
磋
琢
磨
す
る
４
校
に
な

る
た
め
に
」
を
議
題
と
し
て
、「
大
船
渡
が
ど
ん
な
町

に
な
る
と
い
い
か
、大
船
渡
を
ど
ん
な
町
に
し
た
い
か
」、

「
そ
の
た
め
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
必
要
か
」、「
そ
の
た

め
に
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
」
と
い
っ
た
観
点
か

ら
、
熱
心
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
中
学
生
が
議
場
を
活
用
!!

　
２
月
22
日
開
催
の
市
議
会
全
員
協
議

会
に
お
い
て
、
市
議
会
基
本
条
例
の
検

証
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
検
証
は
、

条
文
ご
と
に
取
組
状
況
、
課
題
、
問
題

点
を
抽
出
後
、
５
段
階
で
検
証
結
果
を

表
し
、
今
後
の
対
策
を
示
す
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
議
会
と
議
員
は
目
指
す
べ

き
活
動
指
針
等
を
ま
と
め
た
本
条
例
に

則
り
、
検
証
を
重
ね
、
積
極
的
に
取
組

を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
令
和
５
年
度
の
検
証
結
果
は
、

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

市
議
会
基
本
条
例
の

　
　
　
　
　
検
証
を
行
う

　
１
月
18
日
、
市
政
調
査
会
で
は
、
岩
手
県
と
市
が
共

同
で
計
画
の
改
定
を
進
め
て
い
る
「
大
船
渡
湾
水
環
境

保
全
計
画
（
素
案
）」
に
つ
い
て
学
ぶ
べ
く
、
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
岩
手
県
沿
岸
広
域
振
興
局
保
健
福
祉

環
境
セ
ン
タ
ー
の
職
員
と
大
船
渡
市
市
民
生
活
部
の
職

員
か
ら
、
計
画
策
定
や
改
定
の
趣
旨
及
び
大
船
渡
湾
の

水
質
等
の
現
状
、
並
び
に
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
た
後
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、
計
画
の
推
進
に
お
け
る
市
民
や
事

業
者
等
と
の
連
携
や
、
研
究
機
関
と
の
共
同
調
査
な
ど

に
つ
い
て
の
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
大
船
渡
湾
や

河
川
の
水
質
保
全
の
取
組
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

市
政
調
査
会
の
研
修
会
開
催

▶ 

北
上
市
議
会
で
の
視
察
の
様
子

▶ 

議
場
で
の
意
見
交
換
の
様
子

▶ 

研
修
会
の
様
子

　「持続可能で安心して暮らせるまちづくりの
実現に適切に対応する議会運営を図り、もって
市民福祉の増進に寄与すること」を目的に、目
指すべき地方議会の姿を示し市民と共に歩むた
め、議会の活動理念・議員の責任及び活動原
則・議員自らの資質向上、積極的な情報公開な
どの基本事項を定めています。

大船渡市議会基本条例
（平成28年12月制定）

一口メモ

検索大船渡市議会 大船渡市議会で検索願います！



「大船渡市議会だより」は、国等による環境物品等の調達の推進等に
関する法律（グリーン購入法）に基づく基本方針の判断の基準を
満たす紙と植物油インキを使用しています。 16令和6年5月8日発行 №157

委 

員 

長　
森　
　
　
　
　
亨

副
委
員
長　
西　
風　
雅　
史

委　
　
員　
菅　
原　
　
　
実

　

 

〃 　
　
船　
砥　
英　
久

　

 

〃 　
　
滝　
田　
松　
男

　

 

〃 　
　
熊　
谷　
昭　
浩

市
議
会
だ
よ
り 

編
集
委
員
会

議会：主な活動日誌議会：主な活動日誌

大船渡市議会からの
お 知 ら せ

６月14日㈮　定例会（初日）
６月19日㈬　　〃　（一般質問）
６月20日㈭　　〃　（一般質問）
６月21日㈮　　〃　（一般質問）
６月25日㈫　定例会（最終日）

令和６年第２回定例会の日程（予定）
第２回定例会の開催日程をお知らせします。
皆様の傍聴をお待ちしております。
なお、日程は変更される場合があります。

26日
29日
31日
５日
７日
８日
９日
13日
14日

16日
19日
20日
22日
28日
29日
４日
７日
８日
12日
14日
15日
７日

１月

５月

２月

３月

全員協議会
全員協議会、月例会議、大船渡市議会議員定数等検討委員会
会派代表者会
大船渡市議会防災訓練
岩手県後期高齢者医療広域連合議会議会運営委員会
総務常任委員会、全員協議会、月例会議（臨時）
岩手沿岸南部広域環境組合議会定例会等
議会運営委員会
委員長連絡会議
気仙広域連合議会第１回定例会、大船渡地区消防組合議会第１回定例会、
大船渡地区環境衛生組合議会第１回定例会
第１回定例会
岩手県後期高齢者医療広域連合議会定例会等
議会運営委員会
第１回定例会（２日目）、全員協議会、月例会議、市政調査会第６回役員会
第１回定例会（一般質問）
第１回定例会（一般質問）
第１回定例会（一般質問）
予算審査特別委員会
予算審査特別委員会、議会運営委員会
常任委員会所管事務調査に係る市長への提言書提出、会派代表者会
第１回定例会（最終日）、月例会議、市政調査会第７回役員会
議会運営委員会
大船渡地区消防組合議会第１回臨時会

編
集
後
記

　
３
月
定
例
会
が
閉
会
し
、
今
任

期
で
の
定
例
会
は
最
後
と
な
り
、

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
と
し
て

の
広
報
編
集
作
業
も
終
わ
り
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
定
例
会
に
は
沢
山
の

方
が
傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
り
、

二
元
代
表
制
に
お
い
て
、
議
会
が

市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
よ

り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
政
策
議
論
を
重
ね
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
様
に

と
り
ま
し
て
、
よ
り
分
か
り
や
す

く
読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
、

編
集
委
員
６
人
、
力
を
合
わ
せ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
新
任
期
で
も
、
１
人
で
も
多
く

の
市
民
の
皆
様
に
お
読
み
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま

し
て
、
今
任
期
最
後
の
編
集
後
記

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


